
奈

良

教

育

大

学

附

属

中

学

校

通

信

第

二

号(

通
算
三
十
三
号)

二

〇

一

五(

平

成

二

十

七)

年

九

月

九

日

発

行

読

書

の

秋

、

芸

術

の

秋

、

…

…

学

校

長

松

川

利

広

二

学

期

が

始

ま

り

、

一

週

間

が

経

ち

ま

し

た

。

二

十

四

節

気

（

に

じ

ゅ

う

し

せ

っ

き

）

に

よ

れ

ば

、

処

暑

（

し

ょ

し

ょ

）

か

ら

白

露

（

は

く

ろ

）

へ

。

夜

の

気

温

が

下

が

り

、

草

の

葉

に

降

り

た

露

が

朝

日

に

白

く

光

っ

て

い

る

様

は

、

ま

こ

と

に

美

し

い

も

の

が

あ

り

ま

す

。

九

月

に

入

る

と

誰

も

が

秋

の

気

配

を

意

識

す

る

よ

う

に

な

り

ま

す

。

そ

れ

で

も

、

ま

だ

暑

か

っ

た

り

、

と

き

に

は

雨

も

降

っ

た

り

し

ま

す

が

、

基

調

は

「

さ

わ

や

か

」

に

な

り

ま

す

。

こ

の

「

さ

わ

や

か

」

は

、

読

書

の

秋

、

芸

術

の

秋

、

ス

ポ

ー

ツ

の

秋

、

食

欲

の

秋

な

ど

の

言

葉

が

あ

る

よ

う

に

、

私

た

ち

を

精

神

的

に

も

身

体

的

に

も

ア

ク

テ

ィ

ブ

に

し

ま

す

。

ま

ず

は

、

読

書

の

秋

。
『

知

の

逆

転

』
（

Ｎ

Ｈ

Ｋ

出

版

新

書

）

を

読

み

ま

し

た

。

そ

の

本

の

中

で

、

オ

リ

バ

ー

・

サ

ッ

ク

ス

（

脳

神

経

科

医

・

作

家

）

は

、
「
（
教

育

に

と

っ

て

）

重

要

な

こ

と

は

先

生

と

生

徒

の

間

の

ポ

ジ

テ

ィ

ブ

な

関

係

だ

と

思

い

ま

す

。

そ

し

て

、

も

ち

ろ

ん

情

報

を

教

え

る

こ

と

も

重

要

で

す

が

、

最

も

生

徒

を

生

き

生

き

と

興

奮

さ

せ

る

の

は

、

先

生

の

情

熱

で

す

。

た

と

え

ば

私

の

生

物

の

先

生

か

ら

何

よ

り

も

よ

く

わ

れ

わ

れ

生

徒

に

伝

わ

っ

て

き

た

の

は

、

そ

の

先

生

が

い

か

に

自

然

や

動

物

が

好

き

か

、

ど

ん

な

に

そ

の

こ

と

を

話

す

の

が

楽

し

く

て

仕

方

が

な

い

か

と

い

う

、

彼

の

情

熱

で

し

た

。
」
（

一

五

六

頁

）

と

述

べ

ま

す

。

折

し

も

、

教

育

界

で

は

、

ア

ク

テ

ィ

ブ

・

ラ

ー

ニ

ン

グ

（

主

体

的

・

協

働

的

な

学

び

）

な

る

言

葉

が

話

題

に

な

っ

て

い

ま

す

。

こ

の

ア

ク

テ

ィ

ブ

・

ラ

ー

ニ

ン

グ

と

サ

ッ

ク

ス

の

言

葉

は

、

交

差

す

る

と

こ

ろ

が

あ

り

ま

す

。

教

師

(

保

護

者

）

が

「

話

す

の

が

楽

し

く

て

仕

方

が

な

い

」

ほ

ど

の

内

容

（

コ

ン

テ

ン

ツ

）

を

も

っ

て

い

る

こ

と

が

、

生

徒

の

ア

ク

テ

ィ

ブ

・

ラ

ー

ニ

ン

グ

を

誘

発

し

、

そ

れ

を

下

支

え

す

る

こ

と

に

な

り

ま

す

。

そ

の

意

味

に

お

い

て

、

教

師

（

保

護

者

）

は

、

日

々

進

化

し

、

生

徒

（

子

ど

も

）

に

自

分

の

言

葉

で

語

る

こ

と

の

で

き

る

内

容

を

も

っ

て

い

る

こ

と

が

大

切

に

な

り

ま

す

。

次

は

、

芸

術

の

秋

。

二

学

期

の

始

業

式

（

式

後

、

芸

術

鑑

賞

会

が

開

催

さ

れ

ま

し

た

。
）

で

、

ポ

ピ

ュ

ラ

ー

な

ピ

ア

ノ

教

材

「

ブ

ル

ク

ミ

ュ

ラ

ー

二

十

五

の

練

習

曲

」
（

全

音

楽

譜

出

版

社

）

に

つ

い

て

触

れ

ま

し

た

。

こ

の

練

習

曲

に

は

、

す

べ

て

の

曲

に

タ

イ

ト

ル

が

つ

い

て

い

ま

す

。

私

の

お

気

に

入

り

の

曲

は

、

一

番

の

「

す

な

お

な

心

」

と

二

十

番

の

「

タ

ラ

ン

テ

ラ

」

で

す

。

解

説

に

「
（
こ

の

本

は

）

ど

れ

だ

け

子

ど

も

と

い

う

も

の

の

特

性

を

知

っ

た

有

能

な

教

師

に

よ

っ

て

ど

れ

だ

け

愛

情

を

持

っ

て

書

か

れ

た

も

の

で

あ

る

か

」
（

六

頁

）

と

記

さ

れ

て

い

る

よ

う

に

、

二

十

五

曲

は

よ

く

計

画

さ

れ

た

配

列

に

な

っ

て

い

ま

す

。

こ

の

練

習

曲

の

よ

う

に

、

そ

れ

が

ピ

ア

ノ

音

楽

で

あ

れ

、

ど

ん

な

芸

術

で

あ

れ

、

そ

の

分

野

の

基

礎

基

本

を

習

得

す

る

た

め

の

、

よ

く

吟

味

さ

れ

た

学

び

の

過

程

が

開

発

さ

れ

て

い

る

こ

と

と

思

い

ま

す

。

私

た

ち

は

、

そ

の

過

程

に

則

っ

て

、

と

き

ど

き

学

び

直

す

と

よ

い

よ

う

に

思

い

ま

す

。

そ

う

す

る

こ

と

が

、

新

た

な

自

己

と

の

出

会

い

に

も

つ

な

が

る

よ

う

に

思

い

ま

す

。

読

書

の

秋

、

芸

術

の

秋

、

ス

ポ

ー

ツ

の

秋

、

食

欲

の

秋

、

ど

ん

な

秋

で

あ

っ

た

と

し

て

も

、

そ

れ

ぞ

れ

の

基

礎

基

本

に

立

ち

返

り

、

そ

の

分

野

を

究

め

よ

う

と

す

る

と

、

個

人

物

語

（

ナ

ラ

テ

ィ

ヴ

）

が

充

実

し

「

話

す

の

が

楽

し

く

て

仕

方

が

な

い

」

ほ

ど

の

内

容

が

生

ま

れ

る

こ

と

と

思

い

ま

す

。

さ

て

、

あ

な

た

は

ど

ん

な

秋

に

挑

戦

し

ま

す

か

。

本年度
も、夏休
み恒例の
親子清掃
が、８月
23日 (日 )
に行われ
ました。
今年は、
保護者 142
名、生徒 142名に教職員を加え、総
数 300名を超える多数の皆様のご参
加をいただきました。まだまだ残
暑が厳しい日でしたが、教室、プ
ール、テニスコート、通学路など、
校舎内外の清掃に、汗だくになり

ながら、
本当に熱
心に清掃
活動に取
り組んで
いただき
ました。
感謝申し
上げます。

【
９
月
】

１
日

第
二
学
期
始
業
式
・
芸
術
鑑
賞
会

２
日

身
体
測
定
・
英
検
申
し
込
み
開
始

３
日

三
回
生
実
習(

～

日)

30

(

特)

市
校
外
学
習

４
日

三
年
学
力
診
断
テ
ス
ト
①

日

三
年
研
究
室
訪
問

11
日

土
曜
全
校
Ｐ
Ｔ
Ａ(

授
業
参
観
・

12

高
校
説
明
会
・
学
級
Ｐ
Ｔ
Ａ)

日

振
替
休
日

14
日

学
級
読
書
会

16
日
～

日

文
化
の
つ
ど
い

28

29
育
桜
会
・
後
援
会
バ
ザ
ー

【

月
】

10

１
日

通
常
学
級
入
試
公
示
・
願
書
交
付

三
年
学
力
診
断
テ
ス
ト
②

５
日

後
期
時
間
割
開
始

７
日

育
桜
会
評
議
員
会

８
日

(

特)

宿
泊
学
習(

～
９
日)

中
間
テ
ス
ト(

～
９
日)

９
日

後
期
生
徒
会
役
員
選
挙
告
示

日

英
語
検
定

10
日

オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル(

振
休

日)

11

13

日

育
桜
会
文
化
体
育
部
社
会
見
学

15
日

後
期
生
徒
会
意
見
発
表
会
・
投
票

21
日

教
育
研
究
会(

前
日
午
後
に
準
備)

31
【

月
】

11

２
日

三
年
学
力
診
断
テ
ス
ト
③

５
日

三
年
生
Ｐ
Ｔ
Ａ(

進
路
説
明)

６
日

後
期
生
徒
会
認
証
式
・
総
会

日

三
年
個
人
懇
談(

～

日)

10

13

(

特)

入
級
選
考(

～

日)

11

日

リ
ー
ダ
ー
研
修
会

14
日

一
、
二
年
生

社
会
見
学

17
日

三
年
生
と
幼
稚
園
と
の
交
流

19

一
・
二
年
Ｐ
Ｔ
Ａ

日
～

(

特)

耐
寒
駆
け
足(

～

)

24

12/9

日

三
年
期
末
テ
ス
ト(

～

日)

26

30

日

(

特)

日
曜
参
観
・
Ｐ
Ｔ
Ａ

29
【

月
】

12

１
日

一
・
二
年
期
末
テ
ス
ト(

～
３
日)

三
年
社
会
見
学

育
桜
会
評
議
員
会

４
日

防
犯
訓
練

９
日

人
権
学
習

日

(

特)

マ
ラ
ソ
ン
大
会

10

３
年
球
技
大
会

日

(

特)

期
末
懇
談

16
日

期
末
個
人
懇
談(

午
後)

17
日

期
末
個
人
懇
談(

日)

18

21

日

終
業
式
・
大
掃
除

22

バレーボール部

・奈良市バレーボール１年生大会 優勝

・奈良市総合体育大会 第３位

個人賞 高谷 朱理

・奈良市バレーボールカーニバル 準優勝

ハンドボール部

・奈良市民体育大会 中学女子の部 第１位

・奈良市総合体育大会 第１位

個人賞 福本 凪

陸上部

・中学男子1年 走幅跳 第１位 佐藤 拓海

テニス部

・奈良県総体 団体 第３位

中学女子ダブルス 第２位 清水 遙日

中川 美穂

・奈良市ジュニア選手権

中学女子ダブルス 第３位 大川 香奈

三原 菜月

科学部

・WRO 2015奈良大会

優勝 Aチーム 第３位 Cチーム 審査委員特別賞 Bチーム

ＥＳＤ

・日本ユネスコ協会 Dプロジェクト賞 渡邉 来良

水泳部

・奈良市総合体育大会 男女総合 第３位

・男子200m自由形 第１位 上田 誠

100m自由形 第１位 上田 誠

・女子200m個人メドレー 第３位 田中 真由

・男子200m平泳ぎ 第３位 飯田 航平

200m個人メドレー 第３位 飯田 航平

☆ 近畿大会出場 上田 誠 紀和大会出場 上田 誠・髙橋駿太

＊ 水泳部は、まだ表彰がまだ済んでいない競技種目もあります。






